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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①：学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校地，

運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のための施

設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育のための

練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）本校の施設概要は，資料８－１－①－１，資料８－１－①－２に示すとおりであ

り，校地，各種施設など高等専門学校設置基準の第６章「施設および設備等」の条件をほぼ満足し

ている。また，施設・設備は，平成12年度に作成された「国立学校施設長期計画書」に基づいて継

続的に整備・充実が図られている（資料８－１－①－３）。 

本校では，各教室及び実験・実習室，演習室，研究室，運動場，図書館（資料８－１－①－４）

などの一般的な施設のほか，総合情報センター（資料８－１－①－５）とマルチメディア教室（資

料８－１－①－６）が整備され，それぞれ情報処理学習と語学学習に効果を発揮している。また，

全教室には，ビデオ付きテレビと，LCD/OHP投影用スクリーンが設置されており，特に４年生教室

には，天井吊下げタイプのLCDプロジェクタが設置され，パソコンやビデオを用いた授業が簡単に

行える環境を提供している。さらに，梅雨時や夏季などの学習環境を改善するために，全教室にエ

アコンが設置されている。 

 また，本校には機械実習工場が設置されている（資料８－１－①－７）。機械実習工場は１・２

・３学年次の機械工作実習教育用以外に，卒業研究及び教員研究用実験装置の製作等にも対応し，

CAD/CAM/DNCを基盤にした最新鋭の数値制御工作機械などが設置されている。５名の専任技術職員

と教員とが連携して，全設備が学習内容に有機的に活用されている。本工場は機械工学科の学生だ

けではなく，電気電子工学科，電子制御工学科，制御情報工学科，物質工学科の学生に対しても機

械工学の基礎教育用施設として利用されている（資料８－１－①－８）。 

 平成14年度に，施設整備計画委員会において，全ての施設・設備について利用状況や安全性など

の調査を行い，その結果が施設の点検・評価報告書にまとめられている（資料８－１－①－９）。

その報告書によれば，身障者対応施設の不備など若干の問題点とそれへの改善案が示されているが，

施設・設備に関しては概ね有効な利用が図られているといえる（資料８－１－①－10）。 
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資料８－１－①－１：施設配置図 

（出典：会計課施設係） 

 

資料８－１－①－２：設置基準必要面積と保有面積の比較 

必要面積・保有面積比較 （基準面積表調査単位名称により算定した場合） （H16.5.1現在）
調査単位番号 調査単位名称 基準面積 保有面積 不足整備面積 備考

7010 工業高専校舎 16,700 16347 353
7110 高専管理部 1,340 1706 -366
7210 高専図書館 1,600 1565 35
7310 高専屋内運動場 2,100 2370 -270
7410 高専福利厚生施設 1,546 1269 277
7510 高専寄宿舎 10,296 10281 15

必要面積・保有面積比較 （現在では基準面積表調査単位名称が細分化されました。）（H16.5.1現在）
調査単位番号 調査単位名称 基準面積 保有面積 不足整備面積 備考

7010 工業高専校舎 16,700 16347 353
7110 高専管理部 1,340 1706 -366
7120 高専一般管理施設 0 43 -43
7210 高専図書館 1,600 1565 35
7310 高専屋内運動場 2,100 2370 -270
7320 高専屋内運動場付属施設 0 285 -285
7410 高専福利厚生施設 1,546 1269 277
7510 高専寄宿舎 10,296 10281 15
7610 高専電算機施設 0 444 -444
7710 高専学内共用施設 0 415 -415
7810 高専渡り廊下 0 30 -30
7910 高専設備室 0 630 -630

 

 

（出典：会計課施設係） 
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資料８－１－①－３：国立学校施設長期計画書（表紙と目次） 

 

 

（出典：沼津工業高等専門学校 国立学校施設長期計画書 平成 12 年度） 

 

資料８－１－①－４：図書館の整備状況 

昭和４５年新築 鉄筋コンクリート造２階建    1,645 ㎡ 

主な部屋 閲 覧室 396㎡ 視聴覚室 205 ㎡ 第２視聴覚室 78㎡ セミナー室他 146㎡  

書庫他 193㎡ 

      閲覧隻数   １００席 検索端末２台 

開館時間   平日８：３０－２０：００ 土曜日１０：００－１５：００ 

（出典：会計課施設係） 

 

資料８－１－①－５：総合情報センターの整備状況 

昭和４６年度 鉄筋コンクリート造２階建     146 ㎡ 

昭和４９年度 鉄骨増平屋建（増築）       148 ㎡ 

昭和４６年度 鉄筋コンクリート造２階建（増築） 150 ㎡ 合計 延面積 444㎡ 

主な部屋   電子計算機室 60 ㎡  

第１演習室 96㎡（学生卓 46 席） 第２演習室 86㎡（学生卓 24席）  

オンライン実験研究室 56 ㎡  教官室等 146 ㎡ 

開館時間   平日  ８：３０－１７：００                 

（出典：会計課施設係） 
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資料８－１－①－６：語学学習のための施設（マルチメディア教室）の整備状況 

MM 教室  １室 120 ㎡ 

LL 装置   学生卓 ４６席  １式 

入力装置   VTR，LD，DVD，パソコン，オーバーヘッドカメラ，カセットテープ 

出力装置   プロジェクタ，モニターTV 

（出典：会計課施設係） 

 

資料８－１－①－７：第１機械工場の整備状況 

第１機械工場 

昭和 39年新築 鉄骨造平屋建    759 ㎡ 

主な部屋 鋳造実習室 115㎡ 鍛造実習室 83 ㎡ 溶接・板金・手仕上げ 177 ㎡ 塑性加工室 34㎡ 

 共同工作加工室 38㎡，創造設計演習室 109 ㎡他 

      実習時間   平日    

 第２機械工場 

昭和 47年新築 鉄骨造平屋建    603 ㎡ 

主な部屋 工作機械工場 373 ㎡，  機械工作実験室 77㎡  蒸気原動機実験室 77㎡他 

      実習時間   平日      

（出典：会計課施設係） 
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資料８－１－①－８：機械実習工場の授業利用状況 

 

 

 

（出典：本校機械実習工場ウェブサイト） 

 http://www.kikai.numazu-ct.ac.jp/kojo/kojo.html 

 



沼津工業高等専門学校 基準８ 

-352- 

資料８－１－①－９：教育・研究設備評価結果 

 

 

（出典：施設の点検・評価報告書，平成15年３月） 
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資料８－１－①－１０：教育・研究施設・評価表（部屋別）抜粋 

 

建物名称 電子制御工学科棟 棟番号 050

6 1 1 (16.18) Ａ 無 無 Ｃ

C 8 C 不要 不要

6 2 1 (17.18) Ａ 有 有 Ａ

19.82 C 8 C 個別 個別

6 3 1 (16.52) Ａ 有 有 Ａ

2.64 C 8 C 個別 個別

6 4 1 (18.88) Ａ 有 有 Ａ

7.45 C 8 C 個別 個別

6 5 1 (35.04) Ｃ 有 有 Ａ

3.38 C ② C 個別 個別

6 6 1 (43.50) Ｂ 有 有 Ａ

2.06 C ⑤ C 個別 個別

6 7 1

C C

6 8 1

C C

7 1 2 (14.92) Ｂ 有 有 Ａ

1.36 C 5.4⑥ C 個別 個別

7 2 2 (14.44) Ｂ 有 有 Ａ

1.35 C 5.4⑥ C 個別 個別

7 3 2 (9.48) Ｂ 有 有 Ａ

1.60 C C 中･H5 H5

7 4 2 (14.92) Ｂ 有 有 Ａ

1.30 C 5.4⑥ C 個別 個別

7 5 2 (32.43) Ａ 有 有 Ａ

19.52 C 10 C 個別 個別

7 6 2 (17.30) Ａ 有 有 Ａ

4.62 C C 中･H5 H5

7 7 2

C C

7 8 2

C C

8 1 3

C C

8 2 3 学生実験室３ (25.47) Ａ 有 有 Ａ

（電子制御実験室） 6.65 C 10② C Ｈ10 Ｈ10

8 3 3 Ｂ 有 有 Ａ

21.00 C 8 C 個別 個別

8 4 3 (5.95) Ｂ 有 有 Ａ

15.05 C ③ C Ｈ14 Ｈ14

8 5 3 (4.00) Ｂ 有 有 Ａ

17.00 C 8 C 個別 個別

8 6 3 (9.04) Ｂ 有 有 Ａ

11.96 C 8 C 個別 個別

8 7 3 (23.53) Ｂ 有 無 Ａ

1.76 C ④ C 中央

使用者

評価 暖房専攻科 計留学生

教育・研究施設点検・評価表（部屋別）

冷房 評価評価 利用率室面積 教官 事務 学生
学科等名

頁
番
号

部
屋
番
号

階

用  途

基準
面積

床面積÷
基準面積
×100％

実使用面
積㎡/人
（合計）

部屋名称
大

分類
中

分類
小

分類

①狭隘 ③快適性②利用頻度

電子制御
工学科

玄関

制御工学実
験室１

ﾘﾌﾚｯｼｭ室

女子便所

男子便所

教室（Ｄ3）

教室（Ｄ4）

電子制御実
験室１

教官室

基礎工学実
験室

情報処理演
習室

教室（Ｄ5）
電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

電子制御
工学科

教養科

教養科

教養科

教養科

電子制御
工学科

基礎制御実
験室

教官室

女子便所

男子便所

教室

教官室

教官室

教官室

教官室

電子制御実
験室Ⅲ

5・6・8 ウ・エ

Ａ 1・2 ア

Ｂ

1・2

Ａ 1・2

Ａ

2 エ

Ｂ 3 ウ

Ｂ

1 エ

Ｂ 1 エ

Ｂ

Ｂ 1 エ

1・2 ア・エ

Ａ 1・2 エ

Ａ

Ａ 1・2 ア

Ａ 1 ア

Ａ 1 ア

Ａ 1 ア

Ａ 1 ア

Ｂ 2 エ

37

35

71

106

136

7

12

72

71

35

72

91

45

7

12

72

72

21

21

21

21

94

○ ○

1

○ ○

7

○

1

7

1

1 4 2

5 1

21

45

21

45

1 41

16

1 40

42

1 42

1 44

16

1 42

1 1

1 5

1 3

6

1

1 4 2 7

1

1

1

1

40

1

1

1

40

30.0

30.0

30.0

138.6

148.5

82.0

80.0

32.0

84.0

30.0

30.0

30.0

30.0

30.0

30.0

30.0

264.0

123.3

116.7

236.7

76.5

91.6

87.8

88.8

109.4

85.7

303.3

150.0

240.0

70.0

70.0

70.0

70.0

35.6
 

 

（出典：施設の点検・評価報告書，平成15年３月） 

 

（分析結果とその根拠理由）相応である。本校の施設・設備は，長期計画に基づき整備され高専設置

基準をほぼ満たしており，平成15年度に本格的な点検評価が行われ，身障者対応施設の不備など若

干の問題点が指摘されているが，ほとんどの施設・設備は，有効に活用されていることが確認され

ている。 
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観点８－１－②：教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリティ管

理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）本校は，光ケーブルとレイヤ３スイッチによるギガビットの校内LAN(ローカルエ

リアネットワーク)が構築されており（資料８－１－②－１），校内全域から総合情報センター等

に設置されている各種サーバを利用することが可能であり，ネットワーク利用の基本ルール（資料

８－１－②－２）のもとに教育・研究に活発に利用されている。また，本校LANは，ファイアウォ

ールを介して 8Mbps の専用回線でインターネットに接続され，教育・研究に活発に利用されてい

る（資料８－１－②－３）。また，現時点では部分的ではあるが，図書館や一部の学科で無線LAN

によるネットワーク接続環境を整備し，学生の利用の便宜を図っている。 

総合情報センターでは，２つの演習室に計75台のPCを設置し，1年次より全学科の学生を対象に

コンピュータを利用した情報処理教育を行っている。2年次以降においても各学科の専門科目に関

連した情報処理教育を実施し，本校の教育目標の一つである「情報処理に強い技術者」の育成に中

心的な役割を担っている。センターの情報処理演習室の授業での利用は，前後期とも毎週32時間に

およんでいる（資料８－１－②－４）。総合情報センターのサーバおよびPCは，４～５年に一度シ

ステムのリプレースを行って，最新のハードウェア・ソフトウエア環境を提供している。また，教

養科ではマルチメディア教室に46台のPCを設置し，英語のリスニングの授業だけでなく，政治経済，

地理情報学などの授業に利用されている。 

学生のコンピュータ・ネットワーク利用環境整備は，それぞれの専門学科においても進められて

いる。現在４つの学科が独自に情報処理演習室を持ち，計123台の情報端末を保有しており，工学

実験でのレポート作成，コンピュータ関連の演習，さらに専門のアプリケーションによるシミュレ

ーションや設計などの授業で利用されている（資料８－１－②－５）。さらに，卒研室や実験室に

も，370台を超えるパソコンが設置され，卒業研究や学生実験で利用されている。また，学生寮に

も，各棟にコンピュータルームが用意されインターネット利用可能なPCを配置し，寮での学習の便

宜を図っている。 

セキュリティ管理を含む校内LANの管理は，資料８－１－②－６に示すように，校内LAN運営委員

会を意思決定機関として，ネット管理グループ（基幹LAN管理者）と学科・事務を単位とする支線

管理者に管理運用されている（ただし，平成17年度より，総合情報センターにその役割が引き継が

れている）。 

具体的なセキュリティ対策としては，インターネットと校内LANの境界に ファイアウォールを設

置し，学外から学内のサーバのアクセスは明示的に許可したホストとサービスのみとすることで，

学外からの不正侵入の危険性を最小限にとどめている（資料８－１－②－７）。さらにアクセスロ

グの管理により不正アクセスに関する調査を可能にしている。また，ウィルス検知・駆除ソフトを

サイトライセンスとして一括購入し，ネットワーク接続された全情報端末への導入を行っている。

さらに，平成16年度の情報センターのシステム更新で，学生用のメールサーバにおいてもサーバベ

ースのウィルス駆除ソフトを導入し（教職員のサーバは平成15年度に導入），メールによるウィル

ス感染のリスクを最小化している。なお，情報システムのセキュリティポリシーは現時点では策定

されていないが，新たに発足した総合情報センターを中心として，平成17年度中の作成を予定して

いる（資料８－１－②－８）。 
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資料８－１－②－１：校内LAN構成図 

 

（出典：NCT-Netウェブサイト） 

 http://nct.numazu-ct.ac.jp/nctnet/open/nctnet/nct-net2.jpg 

 

資料：８－１－②－２：ネットワーク利用に関する基本ルール 

沼津工業高等専門学校ネットワーク利用に関する基本ルール 

 （利用目的）  

 本校のコンピュータネットワークは，教育，学術研究及び学校業務における利用を目的とする。  

 （禁止事項） 

 次の各号に掲げる一切の行為を禁止する。  

１）法律に違反する行為 

 日本国法律等に反するネットワーク上での全ての行為。  

２）クラッキング行為 

 パスワードを盗聴すること。  

 通信内容を盗聴すること。  

 コンピュータウィルスを意図的に配布すること。  

 セキュリティーホールを攻撃すること。  

 アカウントのないホストへ不正侵入すること。  

 IP アドレス，ユーザ名を詐称すること。  

３）通信を妨害する行為 

 IP アドレスを不正使用すること。  

 チェーンメールを発信すること。  

 その他，通信を妨害する目的で，不要なトラフィックを意図的に流す行為。  

４）人権侵害に属する行為 

 ウェブサイト，ネットニュース，メーリングリストなどを通じて，ネットワーク上へ個人を誹謀・中傷するような内容

の記事を発信すること。  

 相手が不快に思うメールを送ること。  

５）営利行為 

 ウェブサイト，ネットニュース，メーリングリストなどを通じて，ネットワーク上に営利目的の情報を発信すること。 

 （罰  則） 

 上記２の行為を行った場合は，アカウント停止，剥奪などの罰則を課する。 

 また，その行為が学則や社会規範に反するようなものである場合は， 別途学校による処罰を課するほか，告訴する場合

もある。  

（出典：平成17年度学生便覧） 
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資料８－１－②－３：学外回線の使用状況（平成16年４月～平成17年４月） 

 

（出典：NCT-Netウェブサイト） 

  http://nct.numazu-ct.ac.jp/mrtg/nctr-bb_3.html 

 

資料８－１－②－４：総合情報センター情報処理演習室の使用時間割 

前期
月 火 水 木 金

1
2
3
4

5
情報処理基礎

M1
6
7
8
9
10

後期
月 火 水 木 金

1
2
3
4

5
情報処理基礎

M1
6
7
8
9
10

（）書きは不定期で利用されるもの

情報処理基礎
C1

電気電子工学
実験
E3

（文学特論
M4）

（文学特論
S4）

情報処理基礎
S1

情報処理基礎
E1

データベース
S5

電子計算機
　M3

設計製作
M4

情報処理基礎
D1

プログラミング
E3

日本事情
留学生

情報処理基礎
C1

情報処理基礎
E1

情報処理基礎
S1

電気電子工学
実験
E2

数値解析
S4

電気電子工学
実験
E2

数値解析
M4

プログラミング
E3

アルゴリズム
と

数値解析
S4

プログラミング
演習

情報処理基礎
D1

電気電子工学
実験
E3

（文学特論
M4）

電気電子工学
実験

日本事情
留学生

 

（出典：総合情報センター） 
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資料８－１－②－５：学科でのコンピュータの整備・利用状況 

各学科の学生のコンピュータ利用環境および利用状況（2005年4月現在）

演習室 研究室等 年間単位数 主な科目
機械工学学科 23 68 6 工学実験
電気電子工学科 25 75 22 情報工学演習、プログラミング演習、計算機シミュレーション
電子制御工学科 45 70 56 工学実験、電子機械設計製作、制御工学、C言語演習
制御情報工学 30 65 36 制御情報工学演習、プログラミング、計算機シミュレーション
物質工学科 - 99 - --

（計） 123 377

コンピュータ設置台数 コンピュータ演習室の授業での利用状況

 

（出典：総合情報センターネットワーク管理部門） 

 

資料８－１－②－６：校内ネットワークの管理体制 

 

 

（出典：NCT-Netウェブサイト） 

  http://nct.numazuct.ac.jp/nctnet/open/netadm.html 
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資料８－１－②－７：ファイアウォールの運用ポリシー 

 

 

（出典：NCT-Netウェブサイト） 

  http://nct.numazu-ct.ac.jp/nctnet/close/firewall.html 
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資料８－１－②－８：総合情報センター平成17年度活動計画 

 

 

 

（出典：総合情報センター運営会議資料，平成17年６月） 

 

（分析結果とその根拠理由）優れている。本校は，教育目標の一つとして「情報技術に強い実践的技

術者の養成」を掲げており，常に最先端の情報ネットワークを維持するよう努めており，総合情報

センターおよび各科の演習室，実験室，研究室を合わせて，授業等で利用する充分な数の情報端末

が整備されている。また，ネットワーク管理体制も整い，相応なセキュリティ管理がなされている。 
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観点８－２－①：図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備され，

有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）教育研究に必要な図書，学術雑誌は，本校図書館を中心に整備されている。本校

図書館の蔵書数は，平成17年3月末現在，74,027冊で，教育及び研究に必要な技術・自然科学の専

門書だけでなく，社会科学や芸術など豊かな情操を養うための教養書も多く蔵書されている（資料

８－２－①－１）。 

図書館で購入する図書選定は年度始めの図書室運営委員会で行い（資料８－２－①－２），随時

図書の追加を行っている。この数年の図書の購入冊数は，毎年平均800冊程度となっている。ただ

し，平成15年度より5000円以上の図書のみを蔵書として扱うように変更したため，それ以降の蔵書

追加数は１年に300冊程度となっている（資料８－２－①－３）。図書以外では，学術専門雑誌13

誌，一般及び自然科学雑誌21誌（資料８－２－①－４）のほか，新聞６紙，白書等の政府刊行物等

も自由に閲覧できるようにしている。 

図書館業務の電算化により，蔵書は全てバーコード管理され，貸出・返却手続きの効率化が図ら

れ，学生の貸し出し件数は，年間約6500件となっている（資料８－２－①－５，現在のシステムで

は貸出し件数のみが記録され，貸出し冊数は記録されない）。また，図書館には２台の情報端末を

設置し，本の検索と貸出し状況のチェックなどを出来るようにしている。さらに，学内のどこから

でもウェブサイトでの蔵書の検索が行えるサービスを提供している（資料８－２－①－６）。 

図書館は，学校全体の学習センターとしての役割を果たすべく，平成16年９月より閉館時間を20

時までに延長した。また，平成16年度末に100席ある閲覧室の一部を学習コーナーとして改装し，

自習しやすい環境を提供している（資料８－２－①－７）。学習コーナーの設置に際しては，導入

する机のタイプについて学生にアンケートを行い，その要望を反映したものとした。平成17年４月

時点での１日あたり平均入館者数は103人となっている。 

また，図書館には，１階に視聴覚教室（１・２），ゼミナール室（ １・２），共用ゼミナール

室が付属し（前出資料８－１－①－４），音楽をはじめとする授業，卒業研究などの研究発表会，

各種講習会等で活用されている。また，談話コーナー，ホールなども整備され，休み時間等に利用

されている。 

  視聴覚資料として，「プロジェクトX」「電子立国日本」などのビデオを学生課が30本程度保有

しており，一部授業などで使われているが，十分に整備・活用されているとは言えない状況である。 

また，研究活動をサポートする目的で，長岡科学技術大学の提供する文献検索サービス（Jdream, 

KANON）, 国立情報学研究所の提供するの文献検索サービス（GeNii）と文献複写サービス（ILL）

を利用できるように，学校単位での契約を行っている。さらに，アメリカ数学協会のオンライン文

献システム MathSciNet とも契約している。IILを利用した文献複写件数は平成15年度が231件，平

成16年度が178件となっている。 
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資料８－２－①－１：図書館の蔵書数 

備品図書 　　　　　　単位：冊
区　分 総記 哲学 歴史 社会科学自然科学 技術 産業 芸術 言語 文学 計

和漢書 4,753 2,264 4,575 3,193 14,633 16,557 325 2,025 2,665 6,982 57,972
洋　書 587 414 320 243 9,545 3,234 50 155 783 724 16,055

計 5,340 2,678 4,895 3,436 24,178 19,791 375 2,180 3,448 7,706 74,027
％ 7 4 7 5 32 27 0 3 5 10 100

雑　　誌
区　分 総記 哲学 歴史 社会科学自然科学 技術 産業 芸術 言語 文学 計

和雑誌 99 3 20 19 47 148 8 5 14 5 365
洋雑誌 7 2 4 3 130 79 0 6 3 1 235

計 106 5 24 22 177 227 8 11 17 6 600

　　　　　単位：種類

平成17年3月31日現在  

（出典：庶務課図書係） 

 

資料８－２－①－２：図書館運営規則（抜粋） 

○沼津工業高等専門学校図書館運営規則 
（昭和 46.6.1制定） 
最終改正 平成 16.4.14 
（目的） 
第１条 この規則は，沼津工業高等専門学校学則第１１条の規定に基づき，沼津工業高等専門学校に図

書館を置き，その円滑な運営を図るために必要な事項を定めることを目的とする。 
（定義） 
（図書室運営委員会） 
第１０条 図書館運営委員会に，第２条第２項の図書室の運営に関する事項を処理するために，図書室

運営委員会を置く。 
（協議事項） 
第１１条 図書室運営委員会は，次の事項を協議する。 
 (1)図書室の運用に関すること。 
 (2)図書室の業務計画に関すること。 
 (3)図書の選定に関すること。 
 (4)図書室の経費に関すること。 
 (5)その他図書室に関し必要な事項。 

 

（出典：沼津工業高等専門学校図書館運営規則） 

 

資料８－２－①－３：過去５年の新規蔵書数の推移 

年度 H16 H15 H14 H13 H12 

新規蔵書数 306冊 268冊 692冊 897冊 874冊 

（出典：庶務課図書係） 
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資料８－２－①－４：図書室閲覧図書一覧（平成17年４月１日現在） 

専門学術雑誌 一般および自然科学雑誌
Ｎｏ 雑　誌　名 Ｎｏ 雑　誌　名
1 自動車工学　　　　　　　　　　　（Ｍ） 1 ＡＳＣＩＩ
2 機械設計　　　　　　　　　　　　 （Ｍ） 2 文芸春秋
3 電気計算　　　　　　　　　　　　 （Ｅ） 3 Ｉ／O
4 トランジスタ技術　　　　　　　（Ｅ・Ｄ） 4 科学
5 トランジスタ技術ＳＰＥＣＩＡＬ（Ｅ・Ｄ） 5 キネマ旬報
6 ロボコンマガジン　　　　　　　（Ｅ・Ｄ） 6 暮らしと健康
7 インターフェース　　　　　　　　 （Ｓ） 7 航空ファン
8 Ｃマガジン　　　　　　　　　　　（Ｓ・Ｄ） 8 monoマガジン
9 Ｕｎｉｘ　Ｍａｇａｚｉｎｅ　　　　　　（Ｓ・Ｄ） 9 ニュートン
10 現代化学　　　　　　　　　　　　　（Ｃ） 10 日経サイエンス
11 化学工業　　　　　　　　　　　　　（Ｃ） 11 週刊朝日
12 化学と生物　　　　　　　　　　　　（Ｃ） 12 新潮
13 数理科学　　　　　　　　　　　　　（Ｄ） 13 新聞ダイジェスト

14 スクリーン
15 数学セミナー
16 生徒指導
17 旅
18 鉄道ファン
19 National　Geographic
20 たしかな目
21 Nuture  

（出典：庶務課図書係） 

 

 

資料８－２－①－５：図書館貸出し統計 

　　　　　平成16年度利用統計　　　　（利用回数）
月 　　学　　生 　　　教　職　員 　　　合　　　　計

4 624 450 1,074
5 702 28 730
6 755 24 779
7 606 18 624
8 180 22 202
9 563 73 636
10 725 27 752
11 742 126 868
12 561 100 661
1 595 37 632
2 458 17 475
3 60 14 74
計 6,571 936 7,507

　　　過去5年間の利用統計　　　（利用回数）
年度 　　学　　生 　　　教　職　員 　　　合　　　　計

12 6,445 9,996 16,441
13 6,408 10,550 16,958
14 5,950 9,652 15,602
15 7,514 447 7,961
16 6,571 936 7,507
計 32,888 31,581 64,469  

（出典：庶務課図書係） 
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資料８－２－①－６：オンライン蔵書検索システム 

 

（出典：図書館ウェブサイト） 

 http://library.numazu-ct.ac.jp/kensaku.html 

 

資料８－２－①－７：図書室配置図 

 

 

（出典：本校公式ウェブサイト，施設紹介）        

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/sisetu_frm.htm 
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（分析結果とその根拠理由）相応であるが，一部に改善を要する点がある。本校図書館は，約７万４

千冊の蔵書を持ち，図書館内の情報端末だけでなくオンラインでの検索システムを提供して学生の

利便を図っている。また，閲覧机等設備面にも配慮し，開館時間の延長措置と合わせて，学生が資

料を有効活用できる体制を整えており，この点では優れている。一方で，視聴覚資料の配備・充実

については十分ではなく，この点に関しては改善を要する。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）本校の施設・設備は現在平成12年に作成された長期計画に基づき整備が続けられており，

平成14年度の施設整備計画委員会が行った自己点検において，既存施設・設備は有効に活用されて

いることが確認された。 

学内情報ネットワークの整備は，総合情報センターを中心として常に最先端の情報ネットワーク

を維持するよう努めており，総合情報センターおよび各科での学生のコンピュータ利用環境が十分

に整備されている。 

（改善を要する点）教育に必要な視聴覚資料の整備と活用が十分行われておらず，この点では改善を

要する。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 本校の校地，各種施設（各教室及び実験・実習室，演習室，研究室，運動場，図書館など）は，

高等専門学校設置基準の第６章「施設および設備等」の条件をほぼ満足している。平成12年度に作

成された「国立学校施設長期計画書」に基づいて継続的に施設・設備の整備・充実が図られ，授業

環境改善のための全教室へのビデオ付きテレビとエアコンの設置，総合情報センターの設備更新，

機械実習工場への最新鋭の数値制御工作機械などの設置，マルチメディア教室の整備などが進めら

れてきた。平成14年度の施設整備計画委員会において，全ての施設・設備について利用状況や安全

性などの調査が行われ，概ね有効な利用が図られているといえることが確認された。 

また，ギガビットの校内LANが整備され，校内全域から教育および業務サービスを提供する各種

サーバをストレスなく利用することが可能となっており，ネットワーク利用の基本ルールのもとに，

教育・研究に活発に利用されている。本校ネットワークは，ファイアウォールの設置，ウィルス対

応ソフトの普及，ネットワーク管理体制の整備により，必要な情報セキュリティの確保を行ってい

る。学生が利用できる情報端末は，総合情報センター，各科演習室，研究室等に設置され，全学で

500台を超える PC が利用可能となっており，演習，実験，卒業研究等で有効に利用されている。 

教育研究に必要な図書，学術雑誌は，本校図書館を中心に整備され，平成17年３月末現在の蔵書

数は74,027冊となっており，教育及び研究に必要な技術・自然科学の専門書だけでなく，社会科学

や芸術など豊かな情操を養うための教養書も多く蔵書されている。図書以外に，学術専門雑誌13誌，

一般及び自然科学雑誌21誌などを購読し，学生が自由に閲覧できるようにしている。また，蔵書の

バーコード管理による貸出・返却手続きの効率化，閲覧室の整備，開館時間の延長，オンラインで

の蔵書検索サービスの提供など利用環境整備が継続的に行われている。 

このように，教育課程に対して十分な施設・設備が整備され，概ね有効活用されている。また，

視聴覚資料の整備・活用が十分でない点を除けば，図書館を中心として教育研究に必要な図書，学

術雑誌の整備が相応に行われている。 


